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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第３四半期
連結累計期間

第50期
第３四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自　2021年１月１日
至　2021年９月30日

自　2022年１月１日
至　2022年９月30日

自　2021年１月１日
至　2021年12月31日

売上高 （千円） 7,265,669 8,131,878 10,034,069

経常利益 （千円） 748,866 807,683 1,069,584

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 510,944 537,906 681,435

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 715,231 1,015,485 988,055

純資産額 （千円） 14,443,777 15,516,102 14,716,601

総資産額 （千円） 15,945,191 17,642,528 16,273,011

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
(円) 75.70 79.70 100.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 90.6 87.9 90.4

 

回次
第49期

第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 29.16 32.80

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結累計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

カナレ電気株式会社(E01350)

四半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経営環境は、新型コロナウイルス感染症による中国上海で

のロックダウンが解かれ、日本でも新規感染者数がピークアウトするなどして全世界的に新型コロナウイルス感染

症の影響が軽減しつつありますが、銅などの原材料価格の高騰による影響、またロシア・ウクライナ情勢によって

原油高や物価高が進み経済環境の不安定な状況が続いております。

　こうしたなか、当社グループは、光製品や電子機器の新製品普及活動、AVコンソール製品などの販促活動を積極

的に行うとともに、ITネットワーク関連製品など新規製品の開発活動に取り組んでまいりました。

　その結果、国内では予定されておりました地方放送局新社屋への納入が進むなど、増収となりました。海外で

は、中国で減収となったものの米国・韓国の業績好転や円安の為替影響もあって売上は増収、利益面でも増益とな

りました。

　その結果、連結売上高8,131百万円（前年同期比11.9％増）、営業利益740百万円（前年同期比4.3％増）、経常

利益807百万円（前年同期比7.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益537百万円（前年同期比5.3％増）とな

りました。

 

 

　また、主なセグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

　日本市場は、放送市場では物件規模の小型化が顕著となるなか、地方放送局やラジオ放送局のシステム更新物

件は継続し、また公営競技場更新物件向け販売が堅調で、売上高は4,483百万円（前年同期比10.9％増）となり

ました。セグメント利益も増収に伴い442百万円（前年同期比32.7％増）となりました。

②米国

　米国市場は、継続して新型コロナウイルス感染症や物流混乱の影響を受けておりますが、放送市場において番

組制作の４K放送化更新需要増加に伴い現地ディーラ向け納入が堅調で、売上高は959百万円（前年同期比35.6％

増）となりました。セグメント利益も増収に伴い78百万円（前年同期比61.6％増）となりました。

③韓国

　韓国市場は、新型コロナウイルス感染症の影響が軽減し、電設市場向けの納入が堅調でした。また、遅延して

おりました放送市場の４K放送化更新物件が始まっており、売上高は757百万円（前年同期比24.6％増）となりま

した。セグメント利益も増収に伴い100百万円（前年同期比166.7％増）となりました。

④中国

　中国市場は、新型コロナウイルス感染症のゼロコロナ政策による景気減速の影響を受け、計画されていたプロ

ジェクトの延期が増加し、売上高は853百万円（前年同期比25.2％減）となりました。セグメント利益も減収に

伴い109百万円（前年同期比50.4％減）となりました。

⑤シンガポール

　東南アジア市場は、新型コロナウイルス感染症の影響が徐々に軽減して、遅延していた物件の再開によるシス

テムインテグレータやディーラ向け納入が堅調で、売上高は357百万円（前年同期比36.0％増）となりました。

セグメント利益も増収に伴い57百万円（前年同期比115.0％増）となりました。

 

　当第３四半期末における財政状態につきましては、売上増加や円安に伴う海外子会社の売掛債権増加、評価単価

上昇や円安に伴う棚卸在庫増加、子会社新工場建設などに伴う固定資産増加によって、資産合計は前連結会計年度

末に比して1,369百万円増の17,642百万円となりました。負債合計につきましては、仕入増に伴う買掛金の増加、

賞与引当金の増加、海外子会社のリース負債増加によって、前連結会計年度に比して570百万円増の2,126百万円と

なりました。純資産合計につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による利益剰余金の増加と為替

換算調整勘定の増加により799百万円増の15,516百万円となりました。
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（２）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、382百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,092,200

計 23,092,200

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,028,060 7,028,060
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 7,028,060 7,028,060 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 7,028,060 － 1,047,542 － 262,000

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

カナレ電気株式会社(E01350)

四半期報告書

 5/20



（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 278,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,747,500 67,475 －

単元未満株式 普通株式 2,060 － －

発行済株式総数  7,028,060 － －

総株主の議決権  － 67,475 －

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

カナレ電気㈱
愛知県日進市藤枝町

奥廻間1201番地10
278,500 － 278,500 3.96

計 － 278,500 － 278,500 3.96

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（2022年７月１日から

2022年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,782,346 9,622,737

受取手形及び売掛金 1,110,184 1,230,291

有価証券 － 99,170

商品及び製品 2,034,263 2,443,205

仕掛品 313,399 281,576

原材料及び貯蔵品 248,094 276,542

その他 387,766 439,040

貸倒引当金 △8,532 △9,807

流動資産合計 13,867,522 14,382,756

固定資産   

有形固定資産   

土地 781,118 798,249

その他 2,994,899 4,010,756

減価償却累計額 △2,396,177 △2,484,515

有形固定資産合計 1,379,840 2,324,490

無形固定資産 17,902 14,025

投資その他の資産   

その他 1,024,858 938,370

貸倒引当金 △17,112 △17,113

投資その他の資産合計 1,007,745 921,257

固定資産合計 2,405,488 3,259,772

資産合計 16,273,011 17,642,528

負債の部   

流動負債   

買掛金 498,350 681,166

未払法人税等 154,920 170,399

賞与引当金 83,544 167,419

役員賞与引当金 12,150 17,836

その他 629,640 822,382

流動負債合計 1,378,606 1,859,204

固定負債   

製品保証引当金 13,457 13,309

役員退職慰労引当金 43,305 49,230

退職給付に係る負債 19,467 21,550

その他 101,572 183,132

固定負債合計 177,803 267,222

負債合計 1,556,409 2,126,426
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,047,542 1,047,542

資本剰余金 1,175,210 1,175,210

利益剰余金 12,632,377 12,954,298

自己株式 △335,601 △335,601

株主資本合計 14,519,529 14,841,450

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 32,014 33,263

繰延ヘッジ損益 － △2,206

土地再評価差額金 △371,051 △371,051

為替換算調整勘定 536,108 1,014,646

その他の包括利益累計額合計 197,071 674,651

純資産合計 14,716,601 15,516,102

負債純資産合計 16,273,011 17,642,528
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 7,265,669 8,131,878

売上原価 4,400,653 5,013,997

売上総利益 2,865,016 3,117,881

販売費及び一般管理費 2,154,507 2,377,162

営業利益 710,509 740,718

営業外収益   

受取利息 13,808 17,193

受取配当金 10,797 5,831

不動産賃貸料 2,500 3,942

為替差益 － 30,510

投資事業組合運用益 7,375 2,083

固定資産売却益 239 1,161

その他 12,704 14,608

営業外収益合計 47,426 75,329

営業外費用   

支払利息 1,094 1,547

不動産賃貸原価 3,301 4,333

為替差損 803 －

投資事業組合運用損 － 454

固定資産除却損 3,559 206

その他 312 1,823

営業外費用合計 9,070 8,364

経常利益 748,866 807,683

税金等調整前四半期純利益 748,866 807,683

法人税、住民税及び事業税 228,277 327,321

法人税等調整額 9,643 △57,544

法人税等合計 237,921 269,777

四半期純利益 510,944 537,906

親会社株主に帰属する四半期純利益 510,944 537,906
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 510,944 537,906

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 25,844 1,248

繰延ヘッジ損益 － △2,206

為替換算調整勘定 178,441 478,537

その他の包括利益合計 204,286 477,579

四半期包括利益 715,231 1,015,485

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 715,231 1,015,485

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準等」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額

を、第１四半期連結会計期間の期首の剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。

この結果、当第３四半期連結会計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高へ

の影響もありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年3月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分配した情報は記載

しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や終息時期等については様々情報があり、各国が疾病拡大防止対

策に努めておりますが、当第３四半期連結累計期間におきましても終息しておりません。このような状況を踏ま

え、今後、当社グループの業績は第３四半期連結累計期間の水準が当面は続くと仮定して、固定資産の減損会計

及び繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

なお、新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や終息時期等は不透明であることから、新型コロナウイル

ス感染症の急激な感染拡大などにより、この仮定が見込まれなくなった場合には、将来において損失が発生する

可能性があります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2021年１月１日
至 2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年１月１日
至 2022年９月30日）

 減価償却費 109,178千円 136,670千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月19日

定時株主総会
普通株式 101,243 15.00 2020年12月31日 2021年３月22日 利益剰余金

2021年７月28日

取締役会
普通株式 87,744 13.00 2021年６月30日 2021年９月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月18日

定時株主総会
普通株式 114,742 17.00 2021年12月31日 2022年３月22日 利益剰余金

2022年７月28日

取締役会
普通株式 101,243 15.00 2022年６月30日 2022年９月12日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

 日本 米国 韓国 中国 台湾

売上高      

外部顧客への売上高 4,042,539 707,719 607,928 1,140,364 72,122

セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,988,337 － － 634,547 －

計 6,030,876 707,719 607,928 1,774,912 72,122

セグメント利益又は損失（△） 333,297 48,784 37,747 220,619 3,747

 

     

 報告セグメント
その他（注） 合計

 シンガポール 計

売上高     

外部顧客への売上高 262,774 6,833,450 432,219 7,265,669

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 2,622,885 1,702 2,624,587

計 262,774 9,456,335 433,921 9,890,257

セグメント利益又は損失（△） 26,523 670,720 37,569 708,289

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、欧州及び中東の事業を含んで

おります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 670,720

「その他」の区分の利益 37,569

セグメント間取引消去 850

棚卸資産の調整額 △13,537

その他の調整額 14,906

四半期連結損益計算書の営業利益 710,509
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

 日本 米国 韓国 中国 台湾

売上高      

外部顧客への売上高 4,483,660 959,382 757,420 853,328 115,426

セグメント間の内部売上高又

は振替高
2,091,474 － － 499,682 －

計 6,575,135 959,382 757,420 1,353,010 115,426

セグメント利益又は損失（△） 442,264 78,820 100,679 109,472 19,981

 

     

 報告セグメント
その他（注） 合計

 シンガポール 計

売上高     

外部顧客への売上高 357,449 7,526,668 605,210 8,131,878

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 2,591,156 － 2,591,156

計 357,449 10,117,825 605,210 10,723,035

セグメント利益又は損失（△） 57,037 808,255 46,326 854,581

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、欧州及び中東の事業を含んで

おります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 808,255

「その他」の区分の利益 46,326

セグメント間取引消去 730

棚卸資産の調整額 △138,258

その他の調整額 23,664

四半期連結損益計算書の営業利益 740,718

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益の算定方法を同様に変更しております。

当該変更による売上高及びセグメント利益に与える影響はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

 日本 米国 韓国 中国 台湾

製品分類別      

ケーブル 1,065,938 317,609 505,940 400,484 69,024

ハーネス 1,379,867 140,143 48,287 142,162 18,032

パッシブ 729,748 275,220 59,766 130,483 7,629

コネクタ 548,769 222,635 95,846 105,427 14,900

電子機器 452,769 2,607 15,867 9,227 1,693

他社購入品等 306,567 1,165 31,712 65,543 4,145

顧客との契約から生じる収益 4,483,660 959,382 757,420 853,328 115,426

外部顧客への売上高 4,483,660 959,382 757,420 853,328 115,426

 

     

 報告セグメント
その他（注） 合計

 シンガポール 計

製品分類別     

ケーブル 241,795 2,600,793 215,985 2,816,778

ハーネス 14,731 1,743,226 117,470 1,860,696

パッシブ 48,671 1,251,520 116,936 1,368,456

コネクタ 48,731 1,036,311 88,502 1,124,813

電子機器 464 482,630 19,961 502,591

他社購入品等 3,053 412,187 46,354 458,542

顧客との契約から生じる収益 357,449 7,526,668 605,210 8,131,878

外部顧客への売上高 357,449 7,526,668 605,210 8,131,878

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、欧州及び中東の事業を含んで

おります。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 75円70銭 79円70銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
510,944 537,906

普通株主に帰属しない金額（千円） －  

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
510,944 537,906

普通株式の期中平均株式数（株） 6,749,546 6,749,546

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　2022年７月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）配当金の総額………………………………………101,243千円

（2）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2022年９月12日

（注）　2022年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

   2022年11月11日

カナレ電気株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 名古屋事務所  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 矢野　　直

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 坂部　彰彦

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカナレ電気株式会

社の2022年1月1日から2022年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9月30日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2022年1月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カナレ電気株式会社及び連結子会社の2022年9月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

 

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
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監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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